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翻訳

アラビア語版 『ア リス トテ レスの神学 』

序 文 ・問 題 一 覧

岩見 隆 ・大川 京 ・木下 雄介

高 田康一 ・野元 晋 ・堀 江 聡 訳

はじめに

 『ア リ ス トテ レ ス の 神 学 』(Uthulujiya Aristatalis)を ア ラ ビ ア 語 原 文

か ら 訳 出 す る 。 こ の 翻 訳 は1996年 度 に 始 ま っ た 慶 應 義 塾 大 学 言 語 文 化 研

究 所 ・共 同 研 究(B)方 式 「イ ス ラ ー ム 古 典 期 哲 学 文 献 の 研 究 」 の 成 果 で

あ り，(1)今 回 発 表 分 で 全 篇 を 訳 出 し た こ と に な る 。

 以 下 の ア ラ ビ ア 語 テ ク ス トを 使 用 し， 底 本 に はPA1を 採 用 し た 。

DA：Friedrich DIETERICI(ed.)，Die sogenannte Theologie des Aristo-

  teles， aus arabischen Handschriften zum ersten Mal herausgege一

(P 既 発 表分 は以 下 の 通 り。

 第 一一章 『慶 應 義 塾 大 学 日吉 紀 要 人文 科 学 』 第13号(1998，pp.123-141.)

 第 二 章 『慶 應 義 塾 大 学 言 語 文 化 研 究 所 紀 要』 第30号(1998，pp.219-240.)

 第 三 章 『慶 應 義 塾 大 学 冂吉 紀 要 人 文科 学 』 第14号(1999，pp.55-69.)

 第 四 章 ～ 第 六 章 「慶 應 義 塾 大 学 言語 文 化 研 究 所 紀 要 』 第31号(1999，pp.115-

  154J

 第七 章 『慶 應 義 塾 大 学 日吉 紀 要 人 文科 学 』 第15号(2000，pp.92-106.)

 第 八 章 ・第 九 章 「慶 應 義 塾 大 学 言 語 文 化 研 究 所 紀 要 』 第32号(2001，pp.121-

  186J

 第 卜章 『慶 應義 塾 大 学 言 語 文 化研 究 所紀 要 』 第33号(2001，pp.161-205.)

 なお ， 第二 章 の掲 載誌 に は ，堀 江 聡 「ア ラ ビア 語 版 『ア リス トテ レ スの 神 学 』

研 究 展 望 」(pp.201-217)も 発 表 され て い る。 あ わせ て 参 照 さ れ た い。
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   ben， Leipzig，1882.

PA二`Abdurrahman BADAWi (ed.)，Aflutin `in(1αal一`Arab Plotinus

   apud Arabes， Cairo，1955[PA1]；2nd ed.，1966[PAS].

  A：Sayyed Jalaloddin ASHTIANI(ed.)，Anthologie des philosophes ira-

   niens depuis le xvlle siecle jusqu'a nos fours， t. III， Teheran/

   Paris，1976.(第 一 章 ～ 第 四 章 の み)

  R：Franz ROSENTHAL(ed. and tr.)， ”As-Sayh al-Yunani and the

   Arabic Plotinus Source” ， Orientalia， no.21，1952， pp.461-492[R']；

   no.22，1953， pp.370-400 [R2]；no.24，1955， pp.42-66 [R3].

  以 下 の ヨ ー ロ ッ パ 語 訳 を 参 照 し た 。

DG：Friedrich DIETERICI(tr.)，Die sogenannte Theologie des Aristoteles，

   aus dem Arabischen iibersetzt and mit Anmerkungen versehen，

   Leipzig，1883.

GL：Geoffrey L. Lewis， A Re-examination of the so-called”Theology of

   Aristotle” ， St. John Baptist College，1949 [GL1]；Paul HENRY et

   Hans-Rudolf SCHEYZER(ed.)，Plotini Opera， t. II：Enneades IV-V，

   PZO伽`α ηα αrα6`Cα αd cod蜘 〃L駕emα πgZ`ce uer診髭 σeo1芳eツLeω ∫8，

   Paris/Bruxelles，1959 [GL2].

LR：Luciano RUBIO(tr.)，Pseudo-Aristoteles， Teologia， Madrid，1978.

  異 読 はGLIお よ びPAの 校 註 に も と つ い て 参 照 し た が ， 出 典 の 指 示 に

さ い し て は ，PAの 略 号 を 一 部 変 更 し て 整 理 し た 。

本'訳 稿

C：Constantinople， Aya Sofya 2457.

B：Berlin， Bibliothek zu Berlin 5121 (Sprenger 741).

P：Paris， Bibliotheque Nationale 2347.

1：London， India Office 3832.

M：London， British Museum Or.1512.

O：Oxford， Bodleian Library 95.
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 H：Constantinople， Hamidiyah 717.

 E：Cairo， Dar al-Kutub， Tal`at 680 majami`.

 S：Cairo， Dar al-Kutub， Tal`at 384 falsafah.

 T：Cairo， Dar al-Kutub， Taymur 102 hikmah.

 Q：Cairo， Dar al-Kutub，617.

 F：Paris， Bibliotheque Nationale 1640.

な おDAの 本 文 は ， B， Pに 加 え て ，

φ

φ

φ

ψ

φ

φ
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ha

ayn

sin

mTn

qaf

fa

                 タブ リーズ所在の写本の筆写を参

照 しなが ら作成されたようであるが，異読にかんする註記はない。

 段落分けは，原則 としてPAお よびDAの ものを踏襲 し，ブラケ ット

内にPAIの 頁数 と行位置を示 した。 また 『エ ンネアデス』との対応関係

を本稿末尾の対照表にまとめたが，これはルイス訳に依拠 している。

 なお 『エ ンネアデス』との比較検討にさい しては主 としてGL2の ギリ

シア語本文に依拠 し，邦訳 『プロティノス全集』(田 中美知太郎 ・水地宗

明 ・田之頭安彦訳，全五巻，中央公論社，1986-1988)を 参照 した。
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慈悲深 く慈愛あまねき神の御名において

諸世界の主たる神に称讃を，ムハンマ ドとその一族に祝福を

    1ギリシア語でテオロギア

   すなわち神性 にかんする議論

と呼ばれる哲学者アリス トテ レスの書物

テユロスの人，ポルピュリオスによる註釈

        第 一 章(2)

エ メサの 人， ア ブ ド ・アル ・マ シー フ ・イブ ン ・ア ブ ドゥ ッラー ・イブ ン ・ナー イマ が

           これ をア ラ ビ ア語 に訳 し

     ア フマ ド ・イ ブ ン ・アル ・ム ア タ シム ・ビ ッラ ーの た め に

 ア ブ ー ・ユ ー ス フ ・ヤ ア クー ブ ・イブ ン ・イ スハ ー ク ・ア ル ・キ ンデ ィーが

           (神 よ彼 に慈 悲 を垂 れ た ま え)

             修 正 を行 な っ た

 [3：10]2そ の 最終 目的 の欠 くべ か らざる必 要性 ゆえ に， またそ れ を希

求す る道 を辿 りつづけ ることによって到来す る利益の大 きさゆえに，己れ

がめ ざす最終 目的の認識に奮闘努力す るすべての者 にとって相応 しいこと

であ るが，己れが求め るものへ と導かれてゆ くときは， もろもろの魂か ら

疑念 を取 り除 く確信その もの に通 じる諸行程 を平坦 にととの えるべ きであ

り，[4]自 分 を高貴 さの極限 に引 き上げて くれ る諸学の修業 にお いては，

向上の歓び を妨げ るもの に何 ら束縛 され ないふ るまい を，す なお にたゆみ

な く続け るべ きであ って， この高貴 さの極限 をこそめ ざ して，知性的 な魂

た ちは本性的 な欲求 によって昇 ってゆ くのであ る。

 (2)「 第一一章(al-m了mar al-awwal)」 一 この ように題されているが，実際には

  作者不詳の序文であって，ギリシア語原文は存在 しない。
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 [4：03]3か の賢者は言った。最初の欲求は最後の達成であ り，最初の

達成は最後の欲求である。我々が辿 り着いた，この書物が包含する分野の

最初の部分は，すでに扱われたもろもろの主題を通 して我々が終始一貫も

とめつづけたものにおける我々の究極の目的であり，最終 目的なのであ

る。4あ らゆる吟味と探求の最終 目的が真理の獲得にほかならず，あらゆ

る行為の最終目的が仕事の遂行である以上，吟味と検討の徹底が確実に認

識させてくれるように，存在する(3)行為者はすべて永遠の本性的欲求ゆ

えに行為するが，その欲求と探求は第二の原因によるものであ り，哲学に

おいて探求される最終目的の意味を確実に捉 えるのでなければ，吟味と検

討は失敗したことにな り，認識も失敗し，善意と行為も失敗 したことにな

る。

 [4：10]5傑 出 した哲学者たちが一一致 して認めることから確かであるよ

うに，世界の原初的な(4)無始の原因は四つあ り，これは質料，形相，作

用因，そして完成である。したがって，これらの原因と，それらに発 し，

それらのなかに偶成するもろもろの偶有性 を検討し，それら偶有性の諸原

理，諸原因，そしてそのなかにあるもろもろの能動的ロゴスを知 り，その

なかのどの原因が，優先と支配にもっとも相応しいかを知るのでなければ

ならない，たとえ同等性の何 らかのに意味において，それらのあいだに同

等性が成立するとしても[5]。6と いうのも，我々は，すでに先行する部

分において，『自然学以後』という我々の書物において，これ らのものの

説明とその原因の解明とをすませ，魂，自然，および両者の活動の分析に

つづけて，これ ら四原因の序列を神的知性的な序列 にそって示 してあ

る。7我 々はまた，か しこにおいて，必要十分な規準によって，探求の対

象である究極 目的の意味を確立し，中間をもつものが終端をもたざるをえ

(3)「 存 在 す る(ka'inina)」  異 読1， Mに よ る(GLI ， p.2)。 PAお よ びDA

 に は 「完 璧 な(kamilina)」 とあ る。

(4)「 原 初 的 な(al-badi'ah)」  ル イ ス の 読 み に し た が う (GLI， p.2)。 PAお

 よびDAに は 「明 白 な(al-badiyah)」 とあ る。
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ず ， 希求 され るものが究極であ り，(5)究極 の意味が，それ に よってそれ以

外の ものが生 じ，それ以外の もの によってそれが生 じない ものであること

を解明 した。8と い うの も，認識の存在 を確立す るこ とは究極 の存在 を証

明す ることにな り， とい うの も認識 とは究極 に立 ち至 ることなのである。

なぜ なら，終 りをもた ない もの を，究極 と終 りをもつ ものによって切 り分

け るこ とはで きない。9諸 学の諸 原理にか んす る章 は，(6)探求 対象 の認識

をめ ざしたい と願 う者 にとって，有益 な序文で あ り，諸学 の訓練 による習

得 と熟達は，諸 自然学 に赴 こうと願 う者 にとって必要欠 くべか らざるもの

であ る，希 求 され る ものの獲得 と探 求対 象の探査 にそれが役 立つ がゆ え

に。

 [5：10]loす で に，前置 きにす るのが な らわ しとなっているい くつかの

序説，す なわ ち我 々が本書 において解明 したい と思 うものの解明へ とい ざ

な う諸原理は述べてあ るので， これ について くど くどと述べ立て るの はや

めに しよう，それは 『メタ ・タ ・フユシカ』の書 においてすで に解明 した

ので あるか ら。11我 々がそ こで行 なっ たこ とだけ に話 をか ぎる こ とに し

て， さて，本書で我 々が解明 したい と思 っているものにおける我 々の 目的

を述べ ることにす る。その 目的 は普遍的 な学 であ り，[6]そ れ は我 々の哲

学の総体 を述べつ くすための ものであ って，我 々の諸 問題が包含す る もの

の全体 を，我 々は普遍的 な学の方へ と方向づ けて いるが， それは， この学

の諸 目的 を述べ ることによって， この学 を希求す るように と読者 をいざな

い， この学の先行部分の理解 を助 けるためであ る。12そ こで我 々は まず，

そ うい うものの うち，本書 によって我 々がめ ざす 目的 をまとめ て述べ るこ

(5)「 希求 され る もの が 究 極 で あ り(a1-bughyah al-ghayah)」 一 ル イ ス の 読 み

 に したが う(GL1， p.3)。 PAお よびDAに は 「希 求 が 究 極 に対 す る もの で あ り

 (al-bughyah li-1-ghayah)J

(6)「 諸学 の 諸 原 理 に か ん す る 章 は(al-mamar fi awail al一`ulum)」  PAお よ

 びDAに よ る。 ル イ ス は異 読Cの 「諸 学 の 諸 原 理 の 考 究(al-tabahhur fi awa'il

 al一'ulum)」
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と に し，我 々が解明 した いと思 うもの を，最初 に，要約 的かつ簡潔 にでは

あ るが，本書 に包含 され るものの大略 を覆 い，集約す るよ うに描 き，13次

に，我 々が解釈 し，略述 し，要約 したいと思 う諸問題 の題 目を示す。 それ

か ら，それ らの問題の各 々にかんす る議論 を， まっとうかつ徹底 的なこ と

ばで説明す る  そ れがい と高 き神の御心 にか なうな ら。

 [6：07]14本 書 にお ける我 々の 目的 は，神性 にか んす る基本 的な議論 と

神性 の解明 にあ り，それが第一原因であ ること，永遠 も時 も神性の下 にあ

ること，神性 が原因の原因であ るとともに，あ る意味 において，(7)諸原 因

の創出者であ ること，光輝 く力が神性 か ら知性 にそそ ぎ，(8)知性 を介 して

神性 か ら天圏の全体 的魂 にそそ ぎ，魂 を介 して知性 か ら自然 に，そ して自

然 を介 して魂 か ら生成衰滅す る諸事物 にそそ ぐこと，15こ の活動が 運動 な

しに知性 か ら生 じる こと，一切 の事物の運動が知性 に発 し，知性 ゆえに起

こる こと，諸事物 が一種 の願望 と希求にか られて知性 の方へ運動す ること

の解 明にある。

 [6：13]16し か るの ちに，我 々は知性的世界 に言及 して，その光輝，そ

の気高 さ，その美 しさを描 き，その なか にあ る高雅で，卓越 した，輝か し

い， もろ もろの神 的形相 を語 り，諸事物 の華やか さ，美 しさが知性 的世界

に由来 し，[7]感 覚 的事物 が どれ もみな この諸形相 を摸倣 して はい るもの

の，その外皮 の多 さゆ えに，諸形相 を真 に伝 える こ とがで きない こ と(9)

(7)「 あ る意 味 に お い て(bi-naw`min-al-anwa')」  異 読Qに よ る。 ル イ ス も

 こ の よ う に訳 して い るが(GLI， p.4)，PAお よびDAに は 「一 種 の創 造 に よ っ

 て(bi-naw`min-al-ibda')」 とあ る。

(8)「 そ そ ぎ(tasihu)」  PAお よ びDAの 「現 わ れ(tasnahu)」 を訂 正 す る。

 第十 章 §137の 訳 註 を参 照 。

(9)「 感 覚 的事 物 が … … で きな い(la tagdiru'ala hikayat al-hagq min wasf-ha)」

 一PAに よ る。 DAに は 三 人 称 男 性 単 数 の 活 用 形 でla yaqdiruと あ り， こ れ

 を ル イ ス は… 人 称 複 数 に訂 正 し， 「我 々 は そ れ を描 くこ とで 真 実 を 伝 え る こ と

 が で き ない(la naqdiru'ala hikayat al-hagq fi wasf-ha)と して い る(GLI， p.

 5)
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を述 べ てか ら，17天 圏の全体的魂 を語 る とともに，力が どのよ うに知性 か

ら全体 的魂 にそそ ぎ， またそれが どの ように全体的魂 を知性 に似 させ るか

を我 々は描 くことにす る。

 [7：04]18我 々は，星辰の美 しさとその華やか さ，星辰の なか にあ るあ

の諸形相 の輝 きを語 り，19そ れか ら， 月圏の下 で動 きまわる 自然 を語 り，

また いったい どの よ うに，天圏 の力が 自然 にそそ ぎ，(10)自然 がそ れ を受

けいれそれ を摸 倣 し，その刻印 を可滅的かつ質料的 な感覚的諸事物の なか

に顕 わすか を語る ことにする。

 [7：07]20そ れ か ら我 々は， これ らの理性的魂が， 己れ の本来 の世界か

ら物 質的な ものの世界 に墜 ちて くるさい に，それ らが上昇す るさいに，い

かなる状 態にあ るか を， また上昇の原因が一つであ ることを語 り，21も ろ

もろの知性 的な徳 を固守 して もろ もろの 肉体 的 な欲望 に溺れ る こ との な

い，高貴かつ神的な魂 を語 り，22ま た我 々は，動物的魂 と植物 的魂，そ し

て大 地や火やその他の ものの魂 を語 ることにす る。 さて これか ら，諸問題

の題 目を述べ るとしよう。

(10)「 そ そ ぎ(tasihu)」 一PAお よ びDAの 「現 わ れ(tasnahu)」 を 訂 正 す

 る 。§14の 訳 註 を参 照 。
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[8] 慈悲深く慈愛あまねき神の御名において

       かの賢者がテオロギアの書における

        解明 を約 した諸問題の題 目(11)

       この書は神性にかんする議論であり

    テ ユロスの人，ポルピュリオスが註釈を行ない

エメサの人，アブド・アル ・マシーフ ・アル ・ナーイミーが翻訳 した

(一)1魂 は，知性的世界にあるとき，いかなるものを想起するか。

(二)2あ らゆる知解対象が時と無関係にあるのは，あ らゆる知解対象お

よび知性が，時の領域にではな く永遠の領域にあるからにほかならない，

だからこそ知性は想起を必要としないようになっているのである。

(三)3高 次の世界にある知性的諸事物は，時の もとにはなく，一つまた

一つと生成されたわけでもなく，分割を受けいれ もしない，それゆえ想起

を必要としないのである。

(四)4魂  魂はいかにして知性のなかにある諸事物を見るのか。

(五)5可 能態で存在する単一のものは，他の もののなかでは多である，

というのも，他のものはそのすべてを一挙に受けいれることがで きないか

ら。

(六)6知 性  知性は高次の世界にあるとき己れ自身を認識するのか。

[9](七)7認 識  知性はいかにして己れ自身を想起するのか。はた し

(ll)「諸問題の題目(ru'us al-masa'il)」  以 ドの部分は数行お きに 「エンネア

 デ ス』第IV論 集第四論文 「魂の本質について」第一一章～第三四章に対応 し，そ

 の小見出しあるいは要約のごときものになっている。行頭の漢数字はPAの ア

 ラビア語アルファベッ トによる番号付けにならったものであり，バダウィーは

 異読Qを 出典としてあげている。
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て知 性 は，諸事物 を認識す るこ とな しに，己れ 自身だけ を認識するのか，

それ とも己れ 自身 とすべ ての諸事物 を ともに認識 し，それは また，己れ 自

身を認識すればすべ ての諸事物 を認識するこ とになるか らであるのか。

(八)8魂  魂 は い かに して己れ 自身 を知解 し， いか に して他 の諸事 物

を知解 するのか。

(九)9魂  魂 は ，それ が高次 の知性 的 な世 界 にあ ると き，知性 と一 体

になっている。

(一〇)10想 起  想起 の始 ま りは どこか らなのか， また想起 はそれ があ

る場所 に諸事物 を連れてゆ くのである。

(一一)11想 起 ，認識，表象作用。

(一二)12諸 事 物 はすべ て表象力 のなか にあるが，第一次的 なあ り方 では

な く第二次的なあ り方であるのである。

(一三)13魂  魂 は 知性 的な世界 にあ る とき， もっぱ ら知性 に よって純

粋 善だけを見る。

(一四)14卓 越 した高貴 な諸実体 に とって，想起 は無縁 である。

(一五)15想 起  想 起 は何 であるか， どの ようにあるか。

(一六)16知 性 一 か しこにおいて認識 は無知 に劣 る もの であ り，無 知 は

か しこの知性 に とっては誇 りであ る。

(一七)17魂 一 高次の世 界におけ る魂 に よる万物 の想起 は，可 能態 にお

いてあるにす ぎない。

(一八)18我 々がか しこにい る とき知性 的 な諸事 物 を眺 めるの に用 いる も

の，我 々が ここにいる ときは，それが我 々の吟味の対象 なのであ るが。

(一九)19想 起  想 起 は天 か らしか始 まらない。

(二〇)20魂 の諸徳  魂 の想起 は天にある。

(ニー)21星 辰  星 辰 は何 らかの諸事物 を想起 するのか。

[10](ニ ニ)22神 的 かつ高貴 な魂。

(二三)23星 辰 には理性 も思考 もない， というの も星辰 は何 も求め てい な

いか らであ る。
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(二 四)24星 辰  星 辰 は感 覚 的 な諸 事物 も知性 的 な諸事 物 も想 起 しな

い。星辰には，現前する諸知識だけがそなわ ってい る。

(二五)25視 覚 をそ なえたすべ ての ものが想起 をもそ なえてい るわけで は

ない。

(二六)26木 星 〔ゼ ウス〕の魂(12)  木 星 の魂は想起 しない。

(二 七)27日 月  この 両者 はそれ ぞれ異 なる種類 であ って，一方 は創造

主  威 あ るか な，力 なるか な一 の ごと くであ り， もう一方 は全体的魂

の ごと くであ る。

(二 八)28創 造 主  威 あ るか な，力 なるか な  創 造 主 は想起 を必要 と

しない， とい うの も想起 は創造主で はないか らであ る。

(二 九)29世 界 全 体 の魂  こ の魂 は想 起す る こと も思 考 す る こ と もな

い○

(三 〇)30思 考 す るもろもろの魂。

(三 一)31知 性 本性  知 性 本性 が想起す る ことはない。想 起 は自然本性

に属 している。

(三二)32思 考  思 考 は何で あるか。

(三三)33こ の 世界が現前 す る もの と来た るべ きもの をいっ し ょにす る こ

とはない。

(三四)34統 御  全 体 者 は統御 しない。(13)

(三五)35想 起 ，思考，お よびこの両者 に類似 した ものは偶 有性 である。

(三六)36自 然 と全体者 の統制 〔叡智〕との区別。

(三七)37自 然 は，全体者 の統制 〔叡 智〕の似姿 であ り，魂 に とっての 下限

(12)「 木 星 〔ゼ ウス〕の 魂 」一 異 読Cに よ り 「魂(nafs)」 を補 い ， これ に続 く代

 名 詞 もPAお よ びDAの 男 性 形(wa-anna-hu)を 諸 写 本 の 女 性 形(wa-anna-ha)

 に 訂 正 す る(GLI， p.9)。

(13)「 全 体 者 は 統 御 し な い(al-kull ghayr mudabbir)」 一 異 読C，1， M， Pに よ る。

 PAとDAに は 「全 体 的 な も の(al-kulli)と あ る(GL1， p.10)。 ま た 「統 御 し

 ない 」 は 「統 御 され ない(ghayr mudabbar)」 と も読 め る 。
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で あ る。

[11](三 八)38表 象 力  表 象力 は本性 と知性 のあいだにあ る。

(三 九)39表 象 力  表 象 力 は偶成 す る徳 であ り，表象 す る ものが，そ れ

に刻印 され る刻印 を知 ることが できるよ うにす る。(14)

(四 〇)40知 性  知 性 は己れ 自身の活動 であ り，己れ 自身か らな る生 成

で ある。

(四 〇*)41知 性 一 魂 にそな わる ものは知性 に もそ なわって い る， とい

うの も知性 こそが魂 にその力 を授 けるの であるか ら。 また魂 が表 象 し，質

料の なか に入 らせ るものは， 自然本性 である。

(四 一)42自 然 本性  自 然 本性 は作 用 を与 える とと もに作 用 を こ うむ

り，質料 は作用 をこうむるが作用 を与 えは しない，魂 は作用 を与 えるが作

用 をこうむることはな く，一方，知性 は物体 には作用 を与 えない。

(四 二)43諸 元 素 と諸物体 の認識，本性 はいか にしてそれ らを統御 してい

るか。

(四 三)44永 遠  永 遠 は知性の活動で あ り，時 は魂 の活動 である。(15)

(四 四)45全 体 者の魂  全 体者 の魂 は，想起 した こ とが ない以上 は，永

(14)「 表 象 力  表 象 力 は偶 成 す る徳 で あ り， 表 象 す る もの が ， そ れ に 刻 印 さ れ

 る 刻 印 を 知 る こ とが で き る よ う に す る(fi al-wahm wa-anna-hu fadilah'ari-

 dah yu`ti al-shay'al-mutawahhim an ya`lama al-athar alladhi uththira ii-

 hi)」  ル イ ス の 読 み に した が う(GL1， p. lo)。 異 読cは 「そ れ に 刻 印 さ れ

 る 刻 印 を 見 な い こ と(la yarn)が で き る よ う に す る」 と も読 め ， ど う や ら

 PA2は そ れ に した が っ た よ う で あ る 。 な お ， DAとPAIは 「表 象 さ れ る も の

 が(al-mutawahham)， そ れ に刻 印 され る刻 印 を 吊 り下 げ る こ と(an yu`alliqa；

 anna ta'alluq)が で き る よ う に す る」 とあ る。

(15)「 永 遠  永 遠 は 知 性 の 活 動 で あ り， 時 は 魂 の 活 動 で あ る(fi al-dahr wa-

 anna-hu fi`l al一`aql wa-1-zaman fi`1 al-nafs)」  ル イ ス の 英 訳 に よ る(GL2， p.

 92)。PAとDAに は 「精 神(al-dhihn)  精 神 は 知 性 の 活 動 で あ り， そ の 証

 拠(a1-bulhan)は 魂 の 活 動 で あ る 」 とあ り， ル イ ス も最 初 は そ の よ う に 訳 し

 て い た(GLI， p.11)。
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遠 の領域 にはない。

(四五)46い か に して我 々の魂 は時 の領域 に入 ったのか，魂 は時の領域 に

あるのではな く，時 の作 り手 になったのであるが。

(四六)47時 を産み だす もの， それは何 であるか。

(四七)48全 体 的な魂  全 体 的な魂 は時 の もとにあ るので は ない， ただ

その諸刻印 だけが，時 の もとに生 じるのである。

(四八)49全 体 的な魂  そ れが事 物 を一つ また一つ と作 ったのであ るな

ら，必然 的に全体 的な魂 は時の もとにある ことになる。それ とも全体的 な

魂 は時 の もとにはな く，それに与 かる諸事物 が時の もとにあ るのであろ う

か。

[12](四 九)50能 動 的なロ ゴスは諸事物 を一挙につ くるが，受動的 なロ ゴ

スは，受動 的な諸作用 を一挙 にではな く，一つずつ こうむる。

(五〇)51能 動 的 ロゴス  能 動 的 ロゴスは受動的で は ない， また第一 の

もの とは何 であるか。

(五一)52第 一 の もの の位 階 は能動 者であ り， もっぱ ら作用 を与 え るばか

りである。(16)

(五二)53魂  魂 は何 らかの活動 であ り知性 で はない。(17)物事 を一つず

つ 行な うものは，感覚 的諸事物 のなか にあ るにす ぎない。

(五三)54質 料 は形相 では な く， この両者か ら合成 され た事 物 は，55た だ

(16)「 もっ ぱ ら… …(wa-anna-hu innama_)」  PAお よ びDAに よ る。 ル イ ス

 は異 読Cに よ り 「とい うの も， も っ ぱ ら… …(li-anna-hu innama_)」 と して い

 る。

(17)「 魂 は 何 らか の 活 動 で あ り知 性 で は な い(wa-anna-ha fi`1 ma la'aql)」

 異 読Cに よ る(GLI， p.12)。 PAとDA， お よ び 異 読B，1， M. Pに は 「魂 は 知

 解 した もの の活 動 で あ る(wa-anna-ha fi`1 ma`aqala)」 とあ る 。

(18)「 こ の 両 者 か ら 合 成 さ れ た 事 物 は ， た だ に 単 純 な 形 相 な の で は な い(wa-

 anna al-shay'al-murakkab min-hums laysa bi-mabsut al-surah fagat)」  PA

 お よびDAに よ る。 ル イス は異 読Cを 採 用 し， 「この 両 者 か ら合 成 さ れ た 事 物

 は 単 純 で は な い(wa-anna al-shay'al-murakkab min-huma laysa bi-mabsut)」
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に単 純 な形相 なのではない。(18)

(五 四)56魂 一 魂 は円であ るが ，その中心か ら円周 に到 る距離 の ない円

なのである。

(五 五)57第 一 の純粋 な善 が中心で あ り，知性 が運動 を行 なわない円で あ

るな ら，魂 は運動す る円である。

(五 六)58魂  魂 は 何か を欲 して運動 し， また魂 は諸事物 を産み だす。

(五 七)59こ の 全体の運動は円周運動であ る。

(五 八)60思 考  い っ たい どう して思考 は我 々の なか で時 とと もにあ っ

た りす るの か， また思考 は多 くの支配者 である。

(五 九)61欲 望 的 なカー それ はいか に して気概 を刺戟す るか。

(六 〇)62往 々 に して人 は， 肉体 の もろ もろの必要 ゆえに，そ して もろ も

ろの善に対す る無 知 ゆえに，多 くの不合 理 なこ とばを 口にせ ざる をえな

いQ

(六一)63困 惑 は一般的 な ものか らしか生 じない。(19)困惑 を解 き放つ こ と

は優 れた ものに しか生 じない。

匸13](六 二)64不 道徳 で放縦 な人  い かな る諸力 によって彼 はそ れ と知

られるか，有徳 の人 とは何 であるか，義 人で も不 道徳 で もない中間的な人

は何で あるか。

(六 三)65肉 体  肉体 にはお のず か ら生命が そ なわってい るのか，そ れ

とも肉体 のなかにある生命 は， 自然 に由来する もので しかないのか。

(六 四)66呼 吸 する肉体  そ れは どの よ うに苦 しみ，作用 をこ うむ って

いるのか。我 々は，みず か ら作用 をこ うむるこ とな しに，いかに してそれ

を知 るのか。

 と 「単 純 な 事 物 は 純 然 た る 形 相 で あ る(fi anna al-mabsut huwa al-surah

 fagat)」 を別 々の 題 目 と して 扱 って い る(GL1， p.12)。

(19)「 困 惑 は 一 般 的 な もの か ら しか 生 じ な い(fi anna al-mu'anah innama yakunu

 min al-shay'al一`amm)」 一 諸 写 本 に よ る(GL1， p.13)。 PAとDAに は 「一

 般 的 な もの の なか に しか(fi al-shay?al一`amm)」 とあ る 。
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(六五)67我 々 の諸部分  そ れは何で あるか，我 々の なか にあるが我 々

の ものではない諸部分 は何 であるか。

(六六)68苦 痛 を複合的 な生 きものが もつの は， もっぱ ら繋合 のせい であ

り，他 の もの と繋合 したこ とのない ものは，己れ 自身で ことた りてい るの

で ある。

(六七)69も ろ もろの苦痛 の認識  そ れ はいか に して生 じるか， またそ

れは， もっぱ ら魂 と肉体 の結合 か ら生起す るのである。

(六八)70苦 痛 と快 楽  両 者 はそれぞれ何 であ るか，両者 の実体 は何 で

あるか。

(六九)71苦 痛  生 き もの はいか に して苦痛 を感 じとるの か，魂 は苦痛

にさ らされてはいないのに。

(七〇)72痛 み 一 痛 みが魂 に降 りかか らないのであ れば，痛み は何 であ

るのか。痛みが魂 とともにないのであれば，我 々は どの ように して痛 み を

そ こに見 いだすのか。

(七一)73諸 感 覚  諸 感 覚 は刻印 される諸刻 印を受 けいれない。

(七二)74肉 体 的欲望  肉体 的欲望 は， もっぱ ら魂 と肉体の結 合か ら生

じるのであ り，魂 だけにそなわる もので も，肉体 だけ にそ なわ るもので も

ない。

(七三)75自 然 〔本性〕 自然 は， もろ もろの刻 印 と苦痛 がそ の なか に生

じる何 らか の ものを，肉体 のなかに生 じさせ る。

(七四)76諸 欲 望  我 々の なかには，肉体 的欲望 と自然 〔本性〕的欲望 が

あるのであろ うか。

(七五)77自 然 〔本性 〕  自然 は肉体 ではない。

(七六)78欲 望  欲 望 の端緒 は，何 らかのや り方で合 成 され た肉体 であ

る。

[14](七 七)79欲 望  肉 体 は，欲望がそれ に先行す るところの ものであ

る。

(七八)80欲 求一 欲求 は動物 的肉体 の領域 に属 し，欲望 は 自然 〔本性〕の
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領 域 に，獲得 は魂の領域 に属す る。

(七 九)81魂  欲 望 は自然 〔本性〕において生得的で ある。

(八O)82植 物 のなか にある欲 望，それ は動物 の なか にあ る欲望 とは別物

なので はあ るが。

(八 一)83大 地 のなか に欲望 はあ るか。 も しある な らば， それ は何 であ る

か。

(八 二)84大 地  大 地 は魂 を もってい るの か。魂 を もって いる な ら，否

応 もな く，大地 は生物で もあ ることにならざるをえないが。

(八 三)85諸 感 覚  生 き ものが，器官 な しで感覚 す る ことが，可 能で あ

ろうか。 また諸感覚 は何 らかの必要 ゆえにあるのであろ うか。

[(八 三*)86感 覚  感 覚 は何 であるか， どの ようにあるか。(20)]

(八 四)87能 動 者・ 能 動者 は受 動 者 に は似 て お らず，能動 者 の 諸 本性

が，受動者の諸本性 に変化す ることはない。

(八 五)88視 覚 に捉 え られ る諸事 物  そ れ らを魂 は いか に して視 る の

か。

(八 六)89感 覚  感 覚 は，魂 と質料(21)の 結 合 だ けか らは生 じない，刻

印 を受 けいれ る別の(22)も の が必要 なのであ る。刻印 は何 であ るか，感覚

はどのようにあるのか。

(八 七)go肉 体 的諸感覚  肉 体 的諸 感覚 は肉体 的諸器官 に よって成立す

る。

(八 八)91識 別  識 別 す るもの，識別 を受 ける もの，そ して この両者 の

(20)「 感 覚  感 覚 は何 で あ る か ， どの よ うに あ る か(fi al-hiss wa-ma huwa wa-

 kayfa huwa)」  諸 写 本 に よ り補 う(GLI， p.15)。 こ の 項 目 はPAとDAに

 は な い。

(21)「 質 料(hayula)」  異 読Cに よる(GL1， p.15)。 PAやDA， 他 の 諸 写 本

 に は 「空 気(haws')」 とあ る。

(22)「 別 の(akhar」 一PAお よ びDAに よ る。 異 読Cに は 「第 三 の(thalith)」

 とあ る(GLI， p.15)。
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中 間 にあ るもの は何であ るか。

(八 九)92感 覚  感 覚 は魂の召使 の ような ものであ る。感 覚 は肉体の仲

介 な しには成立 しない。

[15](九 〇)93天 一 天 と星辰 に感覚 はあるのか，ないのか。

(九 一)94全 体 者  全 体 者 に感覚 はない，た だその部分部 分 によって 感

覚す るにす ぎない。

(九 二)95プ ラ トン  プ ラ トンはテ ィマ イ オス と呼 ばれ る(23)彼 の 書物

で何 を述べたか。

(九三)96人 間 は可感的 な もの を知 るに さい に諸 感覚だ けでは十分で はな

い，魂が それで満足す るのでないか ぎり。

(九四)97呪 術 と魔法，そ れ らは どの よ うに して生 じるのか， また ど うし

て月は感覚す るのか，全体者 もそのいかなる部分 も(24)感 覚 しないのに。

(九五)98大 地  大 地 は太 陽 と月が感覚す る ように感覚す るのか，大 地

はいか なる ものを感覚す るのか。

(九六)99植 物  植 物 は大気 の領域 に属す る。

(九七)100生 殖 力  生 殖 力 は大地 のなかにあ り，植物 に生長の手 立て を

与 え る， また生殖 力に とって植物 は たん に身体の位 置 を 占め るにす ぎな

い○

(九八)101大 地の身体  その身体に魂を与えるものは何なのか，という

のも，部分々々が繋がりあったときの大地は，ばらばらであるときの大地

と同じではない。

(九九)102大 地  大地には生長力と感覚力と知性があ り，この知性は古
    デ メ テ ル

人たちが豊饒神 と呼んだ ものである。

(一〇〇)103気 概 ・ は た して気概 の力は肉体全体 に拡が ってい るのか，

(23)「 … … と呼 ば れ る(yud`a)」 一 異 読Cに よ る(GL1， p。16)。 PAやDA， 他

 の 諸 写 本 に は 「… … まで(ita)と あ る。

(24)「 そ の い か な る 部 分 も(shay'min ajza'i-hi)」 一DAに した が う。PAに は

 「そ の い か な る部 分 にお い て も(f了shay'min ajza'i-hi)」 とあ る 。
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そ れ ともその一部分 にあるのか。

(一 〇一)104欲 望 は肝臓の なか にあ る  欲 望 はか しこでは どの ようにあ

るのか。

(一 〇二)105気 概  肉体 の なかでの気概の住処 は どこなのか。

(一 〇三)106樹 木  なぜ 気概の力が ないのか，生長力 は失 くなっていな

いのに。

[16](一 〇 四)107植 物 一 あ らゆる植物に，何 らかの欲求があ る。

(一〇五)108気 概  気 概 は心臓 のなか にはない。

(一〇 六)109動 物 的魂  動 物 的魂 は，それ が 肉体 の完 成で あ るか らに

は，なぜ ，理性 的魂 が肉体 を離 れる ときに，なんの刻印 も肉体に残 らない

よ うなこ とになろ うか。

(一〇七)110動 物 的魂  動 物 的魂 は，理 性的魂が離 れる ときに肉体 を離

れるのか。

(一〇八)111太 陽 の光  ど う して太陽の光 は，太 陽が没す る とともに消

えるのか。

(一 〇九)112低 次 の魂  ・は た して低次 の魂 は高次 の魂 の もとに赴 くの

か，それ とも衰滅す るのか。

(一一〇)113物 質 的な色 と形状  そ れ らはいかに して生 じ，いかに して

衰滅す るのか，はた して大気の なかで衰滅す るのか，それ とも衰滅 しない

のか。

(一一一)ll4魂  は た して二次的 なもの たちは魂の あ とに来 るのか，つ

ま り動物的お よび 自然的 な魂 は来 るのか来 ないのか。

(一一二)ll5星 辰  星 辰 は諸感覚 はもってい るの に想起 はもたない。(25)

(一一 三)ll6呪 術 ，呪文お よび魔法 によって生 じる諸事物。

(25)「 星 辰 は 諸 感 覚 は も っ て い る の に 想 起 は も た な い(wa-an laysa la-ha dhikr

 wa-la-ha hasa`is)」  ル イ ス と と も に 異 読1， Mに し た が う(GLI， p.18)。

 PAとDA， 異 読B，0， Pに は 「星 辰 は 想 起 も 諸 感 覚 も もた な い(_wa-la la-ha

 hasa`is)」 とあ る。
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[(一 一 三*)呪 術 によって可視的 になる諸事物。(26)]

(一 一 四)117世 界 に存す る自然的，人工的 な能動者 と受動者(27)。

(一 一五)118世 界一 世界 は世界の諸部分 に作 用 し，諸部 分か ら作用 を受

ける， また世界の諸部分 は互 いに作用 しあい，世 界のなかにある 自然的諸

力 によって，互 いに作用 を受 けあう。

(一 一六)119全 体 者の運動  この運動 は全体者 と諸部分 に作用す る。

(一 一七)120諸 部 分  あ る部分 が他の部分 に〔28)及ぼ す作 用か ら生 じる

諸事物 は何であ るか。

(一 一八)121諸 技 芸 とその営み  諸 技芸 にお いて索め られる もの は何 で

あ るか。

[17](一 一 九)122全 体 者 の運 動  こ の運動 自体 とその諸 部分 に作用す

るもの は何で あるか。

(一 二〇)123太 陽 と月  両 者 が大地 の 諸事物 に及 ぼす作 用 は何 であ る

か， またこの両者 は， それ ら諸事物 に，温熱 および寒冷 の作 用 とは異 なる

作用 を及ぼす。

(一 ニー)124星 辰  我 々 は，星辰か ら個別 的な諸事物 に降 りかか って く

る諸事 象の どれ一つ として，星辰 に発 する意志 に帰 してはな らない。

(一 二二)125星 辰  我 々が，星辰か ら諸事物 に降 りかかって くる諸事 象

を，物体的 な諸原 因に も，魂 的な諸原因に も，意志 的な諸原因に も帰 さな

か ったな ら，星辰か ら生 じる ものは，いったい どの ように して生 じるのか。

(26)「 呪 術 に よ って 可 視 的 に な る 諸事 物(fi al-ashya'al-ka'inah al-ru'yah min al-

 sihr)」  この 項 目はPAの 附 加 でDAとGLIに は な い 。 この 文 は ア ラ ビ ァ

 語 と して は無 理 が あ り， 文 字 の 並 びが 前項 に よ く似 て い る の で ， 誤 写 で は な い

 か と思 わ れ る。

(27>「 世 界 に存 す る … …(ka'inah fi al一'alam)」  ル イ ス と と もに ， 異 読C. P

 に よ り直前 の 等 位 接 続 詞waを 取 り除 く(GLI， p.18)。 な おPAは 「世界 に」

 が 脱 落 して い る。

(2x)「 他 の 部 分 に(fi a1-ajza')」  DAに したが う。PAに は 「他 の 部 分 と と も

 に(ma`a al-ajzざ)」 とあ る。
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(一二 三)126全 体 者  全 体 者 は全生物 を包含す る，一 な る生 きた もので

ある。

(一二四)127個 別 的な諸物体  そ れ らは全体者 に属 す る諸部分 であ り，

全体者の魂か ら獲得する。

(一二 四*)128諸 物 体  諸 物 体 には，全体者 の魂が そのなか にあ る もの

があ り， また全体者の魂 とともに他の魂がその なか にあ るものがあ る。(29)

(一二 五)129全 体 者の魂 とは別の魂がその なか にあ る諸物体  そ れ らは

内部お よび外部か ら諸刻印 を受 けとる。

(一二六)130全 体 者  全 体 者は個別的 な苦痛 を感 じとる，己れに近い も

の も遠い もの も。

(一 二七)131個 別 的な もの  そ れ らはいか に して互い に相 手の苦痛 をこ

うむるのか。

(一 二八)132受 動 者 に似た能動者  そ うい う能動者 は，受 動者 に似 てい

るか ぎりは，受動者 に似 ていない能動者が苦痛 をこ うむる ように して苦痛

を こうむる ことはない， また真 の快 美 とは何 か。

(一二九)133生 き もの・ 生 きものの諸活動 は，いか に して もろ もろの形

相のなかに入って幾重に もか さな るのか，生 きものは一つであ るの に。

(一三〇)134全 体 者  全 体 者 のなかには気概 に似 た要素 がある。

(一三一)135個 別者  個 別者 は互いに益 を与 えあ う。

(一三二)136生 物  生物 はいかに して互いに相 手 を食糧 に しあ うか。

(一三三)137全 体 者 と個 別者  なぜ 個別者は互 いに対立す る ように なる

のか，[18]全 体 者 は対 立せず に一致 してい る とい うの に， またなぜ 個別

者のあいだ に対立があ るのか。

(一 三四)138個 別 者  個 別 者 どうしは対立 してい るの に， いかに して全

(29)「 諸 物 体 … …(fi al-ajsam wa-an min-ha ma fi-hi nafs al-kull wa-min-ha ma

 fi-hi nafs ukhra ma`a nafs al-kull)」 一PAお よ びDAの 脱 落 を 諸 写 本 か ら補

 う (GL1， P.19)。
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体 者 に一致す るのか，これはち ょうど舞踏 の技芸 の ような ものである。

(一三五)139天 の 諸事物  そ れ らは能動者 であ り標識 である。

(一三六)140世 界  世 界 こそ は星辰 を形づ くる もの である とともに星辰

の作用 を受 ける ものである，それゆえ世界は己れ 自身において確立 しては

いない ものなのである。(30)

(一三 七)141全 体 者か ら我 々の もとに届 く諸事象。

(一三八)全 体者か ら(31>我 々の もとに届か ない諸事象。(32)

(一三 九)142星 辰 の形状  星 辰 にそ なわる諸形状 は力であ るが ，これ ら

の力はそれ ら諸形状 か ら形づ くられた ものである。

(3① 「己 れ 自身 に お い て 確 立 して は い ない もの なの で あ る(alladhi la yathbutu fi

 dhati-hi)」  PAお よ びDAに よ る。 ル イ ス は異 読Cに よっ て 厂己れ 自 身 か

 ら作 用 を受 け て い る(yanfa'ilu min dhati-hi)」 と訳 して い る(GL1， p.21)。

(31)「 全 体 者 か ら(min-hu)」 一 ル イ ス の 読 み か え に した が い ， 女 性 形 代 名 詞

 (ha)を 男 性 形 の 代 名 詞(hu)に 改 め る(p.21)。 男 性 形 代 名 詞 の ま ま で は

 「諸事 象 か ら」 とな る 。

(32)「 全 体 者 か ら… … 」  ル イ ス は 異 読C，1.M， o， Pに よ っ て 等 位 接 続 詞

 waを 補 い ，前 項 とこ の項 を一 文 と と らえ て い る(GLI， p.21)。
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(33)た とえば1：1，1は ，題目…覧の最初の項 目が 『エンネアデス』第四論集第

 四篇第一章の一行目に対応することを示す。



109： 29，2

113： 29，20

117： 31，1

121 ：  31，16

125 ： 32，1

129： 32，11

133： 32，25

137： 32，44

141： 34，1

ア ラ ビ ア 語 版

   110：29，7

   114：29，45

   118：31，3

   122：31，24

   126：32，4

   130 ：32，13

   134：32，30

   138 ：33，3

   142：34，26

『ア リ ス トテ レ ス の 神 学 』

          111 ：29，9

          115：30，1

          119：31，9

          123 ：31，35

         127：32，7

          131：32，19

          135：32，35

         139：33，26

序 文 ・問 題 一 覧 211

      112：29，14

      116：30，29

      120：31，12

      124：31，48

      128：32，10

      132：32，23

      136：32，36

      140：33，27


